
社団法人三重県薬剤師会の取り組み

○平成２３年度の取り組み

（健康づくり一般）

・ 平成２３年５月２９日（日）熊野古道 ツヅラト峠（度会郡大紀町）で「薬草観察

会」を実施しました。数多くの薬草を観察するとともに、山の清浄な空気を胸一杯

に吸い込んでウォークを楽しみました。 参加者８９名

・ 平成２３年１０月２２日（土）～２３日（日）に薬と健康の週間行事として「薬と

健康展」をイオン明和ショピングセンターで実施し、生活習慣病や薬の正しい知識

等の広報を行いました。

・ 学校薬剤師の活動として、学校環境の良好な維持に取り組むと共に、薬育の目的で、

学生に「くすりとの接し方教室」を実施しました。（実施学校数 ３０校）

（生活習慣病予防）

・ 糖尿病についての理解を深めるため次のとおり研修会を開催しました。

日時 平成２３年１２月４日（日）１３時～１５時

場所 三重県薬学総合センター

講演 「糖尿病治療の現状について －薬剤師の糖尿病患者指導－」

三重大学副学長 保健管理センター所長 教授・医学博士 住田 安弘先生

（メンタルヘルス対策）

・ メンタルヘルス対策として次のとおり研修会等を開催しました。

日時 平成２３年８月２１日（日）１０時～１２時

場所 三重県薬学総合センター

講演 「自殺予防と薬剤師のかかわり」

松阪厚生病院精神科 総合医療推進部長 精神保健判定医 奥 公正先生

・ 第４４回東海薬剤師学術大会で次のとおりパネルディスカッションを行いました。

テーマ「過量服薬、自殺予防対策への取り組み－薬剤師に出来ること－」

日時 平成２３年１１月２７日（日）１３時４０分～１５時

場所 四日市市文化会館

内容

基調講演 演題「死にたい気持ち」の精神病理と薬物治療

講師 三重県立こころの医療センター院長 原田 雅典先生

パネリスト

愛知県衛生研究所企画情報部健康科学情報室長 廣瀬 かおる先生

演題「愛知県における自殺対策 －「あいち自殺対策地域白書」作成の取



り組み－」

特定非営利活動法人岐阜いのちの電話協会副理事長 常富 佳子先生

演題「地域で支える大切ないのち」

     ㈳富士市薬剤師会「富士モデル事業」うつ自殺対策室室長  

廣中 義樹先生

演題「うつ自殺対策「富士モデル事業」の実践」

     ㈳三重県薬剤師会理事・医療安全対策委員会委員長 伊藤 徹弥先生 

演題「自殺予防対策への三重県薬剤師会としての取り組みについて」

・ 開局薬剤師と病院薬剤師が連携してシンポジウムを開催しました。

日時 平成２４年３月２０日（日）１３：２０～１６：２０

場所 津市三重大学医学部総合医学教育棟 臨床第二講義室

内容

基調講演：「 精神疾患の薬物療法 」

講師 森本メンタルクリニック 院長 森本 義典先生

シンポジスト

演題「向精神薬を含む院外処方せんへの対応について～開局薬剤師の立場

から～」

社団法人三重県薬剤師会理事、医療安全対策委員会委員長

伊藤 徹弥先生

演題「精神科薬物療法へのアプローチ ～病院薬剤師の視点から～」

三重県立こころの医療センター診療技術部 薬剤グループ主査

中村 友喜先生

（介護予防対策）

・ 介護予防対策として次のとおり研修会等を開催しました。

日時 平成２４年１月２２日（日）１３時～１６時

場所 三重県薬学総合センター

内容

講演「医療・介護の現場における医薬品の投与方法（簡易懸濁法）について」

講師 昭和大学薬学部薬剤学教室 倉田 なおみ先生

講演「在宅における鈴鹿地区薬剤師会の取り組み」

講師 三重県薬剤師会理事 中澤 直美先生

○平成２４年度の取り組み

（健康づくり一般）

・ 薬剤師会が開催する行事を通じ、県民の健康増進や感染予防について、積極的な情



報提供に努めます。

・ ２４年度の薬草観察会は、５月３０日（日）に伊勢市の朝熊山金剛証寺周辺で実施

します。

・ 「薬と健康の週間」行事として、薬草園等の見学会等を企画し、県民の方へ生活習

慣病や薬の正しい知識等の広報を行います。

・ 学校薬剤師の活動として、学校環境の良好な維持に取り組むと共に、薬育の目的で、

学生に「くすりとの接し方教室」を実施します。


